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 →MLA 連携や大学の機関リポジトリ等との連携が容易 

 →2005 年 12 月 15 日に公共図書館のデジタルアーカイブとしてはじめて 

  PORTA（国立国会図書館デジタルアーカイブポータル）の検索対象となった。 

 

（4） 「デジタル岡山大百科 郷土情報ネットワーク」の発想  

＜郷土岡山について百科事典的に調べられる電子図書館の構築を前提とする発想＞ 

・ 郷土資料の収集と提供という，公共図書館の基本的役割を踏まえた考え方 

→ 古文書にとどまらず，デジタルネットワークを通して郷土情報を提供。 

→ 著作権問題を克服しやすい行政機関，大学等に参加を呼び掛け。 

→ MLA 連携は 1990 年代にごく自然に取り組み開始。 

・ 県民参加型 

→ 郷土情報募集事業：内容を審査し適切と判断したコンテンツを公開。 

  （コンテンツの権利処理については応募者が済ませておく） 

  郷土情報制作の場 ＝ 有料施設のメディア工房を無料提供 

※メディア工房は，個人のほか，組織もコンテンツ制作に活用 

（岡山県立博物館，岡山県古代吉備文化財センターの事例（参考 1）） 

・ インフラ基盤の提供：市町村図書館があたかも自館システムのように活用。 

 

☞ （参考１・素材と取り組みタイプ別の成果物の例）  

 

※ 筑波大学知的コミュニティ基盤研究センターとの間で共同研究に関する協定を締結  

・ 2003 年度から 2009 年度まで地域からの情報発信と地域における情報共有の基盤

構築を通じた知的コミュニティ実現に向けた共同研究を行った（参考文献 5，6）。 

 

２ 課題～公立図書館でデジタルアーカイブが進まない背景  

 

（1） 制度的裏付けの欠如  

☞ （参考２・関係する法，基準等）  

・ 図書館法では，原初的に電子形態の資料を収集し保存し利用に供するということ

までは読み取れるが，さらにアナログ形態をも含む資料をデジタル形態の情報と

して記録し保存し公開するということまでは読み取れない。  

＜※ 博物館法でもほぼ同じ記述＞  

・ 望ましい基準では，「郷土資料及び地方行政資料の電子化に努める」ことまで

は記述されるが，保存し公開するということまでは明確に読み取れない。  

 

（2） 組織基盤の脆弱さ  

（独立部署，専任職員の未設置または設置後の消滅）  

・ 上記 (1)に対応し，独立部署の未設置，専任職員の未設置が多数を占める。  

・ 兼任の事務分掌が形式的に置かれるとしても，優先順位と該当業務に充てる時間

数が低くとどまりがちであるため，取り組みは継続しにくい。  

・ 独立部署，専任職員が置かれたとしても，人件費削減圧力や，他部署の人手不足
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に乗じて草刈り場と化し消滅する場合がある。  

☞ 岡山県立図書館におけるケース  

※ 対照的に国立国会図書館では，電子情報部や関西館電子図書館課等が設置され，

事業継続の確実性がある（●国立国会図書館法での事業の制度的裏付けはなし）。  

 

（3） 収録対象の曖昧さ  

・ 収録対象に何を据えれば良いのか基準が不明確である。  

望ましい基準では，「郷土資料及び地方行政資料の電子化に努める」とある。  

・ 実態として，江戸期以前の古文書を手掛ける傾向は広く見られるが，それ以

外に何を対象とするか，曖昧である。  

→ 権利処理の困難と関係し合う。  

→ 地方行政資料はともかく，広く郷土資料となると，権利処理は困難。  

※ 図書館本来のあるべき姿は，古文書にととまらない蔵書のデジタル化と公開

を根本に据えた展開であろうが，ほとんど実現せず別の方向（新たに発掘し

た古写真等の公開）に向かいがちである。  

 

（4） 権利処理の困難  

・ 著作権等の権利処理ができず，明治期以降の資料を対象とすることが困難である。  

・ 背景に，国立国会図書館のような本格的な処理体制を敷くことの困難さがある。  

・ 文化庁長官裁定の仕組みを公立図書館に当てはめることは考えにくい。  

・ 著作権以外に所有権がネックとなる場合がある（都道府県史，市区町村史におけ

る所有者提供の写真等）。  

 

（5） 公開レベルの曖昧さ  

・ どの公開レベル（①～③）で提供することをデジタルアーカイブと捉えるか。  

※ ①にとどまりがちである。  

※ ②③のコンテンツについては，一般公開システムでは，メタデータ表示，

コンテンツ非表示としつつ，つながりを保つことが考えられる。  

 

①一般公開  

②国立国会図書館デジタル化資料送信サービスへのコンテンツ提供  

③館内限定公開  

 

（6） 統計指標の欠如  

・ 図書館統計として代表的な日本図書館協会編『日本の図書館 統計と名簿 電

子媒体版』には，デジタルアーカイブに関係する統計指標が見当らない。  

・ 目標が見出せない。  

・ 数値に基づいた評価ができず，現状ではデジタルアーカイブが図書館事業の中

での評価対象となりにくい。  

・ 指標設定においては，カウント方法の解釈を統一し，各取り組み間の比較ができ

るようにする必要がある。  
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（7） 単館レベルでの資金不足，マンパワー不足  

・ 単館レベルでの資金不足，マンパワー不足（メタデータ付与，スキャニング等）  

・ 1(3)に見られるインフラ基盤の提供による解決は一部にとどまる。  

・ メタデータ・データベースを伴わない単なる画像掲載のレベルにとどまること

も多い。  

 

（8） システム間の連携機能の欠如  

・ 単独の情報発信，自己完結にとどまり，システム間の連携機能がない。  

・ 図書館パッケージにデジタルアーカイブ機能は備わりつつあるが，システム連

携機能が欠落する傾向にある。  

・ メタデータ・データベースを伴わない単なる画像掲載のレベルにとどまると，

そもそも連携は不可能である。  

 

（9） ネットワーク基盤の標準化の不徹底  

・ 標準化や国際標準規格には無頓着である。  

・ 横断検索における情報検索プロトコルではいまだにベンダー独自のプロトコルが

占める。→ ガラパゴス状態  
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（参考１・素材と取り組みタイプ別の成果物の例）  

   ※ 以下に挙げた点数は 2016 年 3 月 31 日時点の数値。 

 

（1） 所蔵資料を対象とした館単独の取り組み  

・ 絵図，古地図（104 点）：江戸時代以降に刊行された絵図，古地図，浮世絵等 

・ 和装本（934 点）：安土桃山時代以降刊行された和綴じの本 

・ カバヤ文庫（176 点）：1952 年から 1954 年にかけて，地場企業のカバヤ食品が，

累計 2000 万部程度刊行。全国に広まり隠れたベストセラーと呼ばれた。 

 

（2） 参加型  

・ デジタル絵本（270 点）：パソコンで視聴できる音声付きの絵本。主に岡山の民

話，昔話を素材とし，デジタル絵本制作講座（岡山県立大学との連携事業）や，

子どもナレーター事業によって作成。英語ナレーション版 17 点を含む。 

・ 映像コンテスト「デジタル岡山グランプリ」応募作品（820 点）：2006 年度から

2010 年度まで実施した映像コンテストに全国から応募された映像，アニメーショ

ン作品。審査委員長は滝田洋二郎氏（映画監督，第 81 回米アカデミー賞外国語

映画賞受賞）。事業予算の大半を企業からの協賛金で賄う。 

・ 郷土情報募集事業への応募作品（2,272 点） 

・ メディア工房主催講座への参加作品 

 

（3） ＭＬＡ連携  

・ 岡山県立博物館コンテンツ（12,311 点） 

・ 語り部の語りによる岡山の昔話（122 点）：1964～74 年に高齢の語り部から採集

した音源を，岡山県立博物館が権利者の許可を得て，メディア工房でデジタル化 

・ 岡山県立記録資料館コンテンツ（73,799 点）：公文書，古文書等 

 

（4） 各種機関との連携  

・ 県域公共図書館コンテンツ（283 点） 

・ 池田家文庫絵図（1,316 点）：岡山藩の藩主池田家が保有していた絵図類（総数

は 3,000 点程度）で，現在は，岡山大学附属図書館により管理されている。「岡

山大学と岡山県との間における文化事業協力協定」による。 

・ 岡山共同リポジトリコンテンツ（37,952 点）：岡山県の大学・研究機関の研究成

果等の蓄積・保存・公開を支援する事業による。 

・ 岡山県生涯学習センターコンテンツ（10,905 点）：講座・講演，施設・文化財，

視聴覚教材，相談窓口の各情報。このほか，「郷土に輝く人々」シリーズ（20

点），「おかやま映像玉手箱」等の映像コンテンツ（22 点）がある。 

・ 岡山県古代吉備文化財センターコンテンツ（758 点）：岡山県埋蔵文化財発掘調

査報告，映像コンテンツ『甦る！古代吉備の国～謎の鬼の城』等。 

← すべて，メディア工房での編集作品 

・ 岡山県総合教育センターコンテンツ（34 点） 

・ 校歌（101 点）：県域小中高校から寄せられた校歌の音源 
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（参考２・関係する法，基準等）  

 

（1） 図書館法  

（昭和 25 年 4 月 30 日法律第 118 号）  

 

最終改正：平成 23 年 12 月 14 日法律第 122 号  

 

（定義）   

第二条    この法律において「図書館」とは，図書，記録その他必要な資料を収集

し，整理し，保存して，一般公衆の利用に供し，その教養，調査研究，レクリエ

ーシヨン等に資することを目的とする施設で，地方公共団体，日本赤十字社又は

一般社団法人若しくは一般財団法人が設置するもの（学校に附属する図書館又は

図書室を除く。）をいう  

（図書館奉仕）   

第三条    図書館は，図書館奉仕のため，土地の事情及び一般公衆の希望に沿い，

更に学校教育を援助し，及び家庭教育の向上に資することとなるように留意し，

おおむね次に掲げる事項の実施に努めなければならない。   

一    郷土資料，地方行政資料，美術品，レコード及びフィルムの収集にも十分

留意して，図書，記録，視聴覚教育の資料その他必要な資料（電磁的記録（電

子的方式，磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式

で作られた記録をいう。）を含む。以下「図書館資料」という。）を収集し，

一般公衆の利用に供すること。  

 

（2） 図書館の設置及び運営上の望ましい基準  

（平成 24 年 12 月 19 日文部科学省告示第 172 号）  

 

第二 公立図書館  

一 市町村立図書館  

1 管理運営  

（二）運営の状況に関する点検及び評価等  

4 市町村立図書館は，第一項及び第二項の点検及び評価の結果並びに前

項の措置の内容について，インターネットその他の高度情報通信ネットワ

ーク（以下「インターネット等」という。）をはじめとした多様な媒体を

活用すること等により，積極的に公表するよう努めなければならない。  

 （三）広報活動及び情報公開  

 市町村立図書館は，当該図書館に対する住民の理解と関心を高め，利用

者の拡大を図るため，広報紙等の定期的な刊行やインターネット等を活用

した情報発信等，積極的かつ計画的な広報活動及び情報公開に努めるもの

とする。  

2 図書館資料  
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（一）図書館資料の収集等  

2 市町村立図書館は，前項の方針を踏まえ，充実した図書館サービスを

実施する上で必要となる十分な量の図書館資料を計画的に整備するよう努

めるものとする。その際，郷土資料及び地方行政資料，新聞の全国紙及び

主要な地方紙並びに視聴覚資料等多様な資料の整備にも努めるものとする。

また，郷土資料及び地方行政資料の電子化に努めるものとする。  

3 図書館サービス  

（二）情報サービス  

1 市町村立図書館は，インターネット等や商用データベース等の活用にも

留意しつつ，利用者の求めに応じ，資料の提供・紹介及び情報の提示等を行

うレファレンスサービスの充実・高度化に努めるものとする。  

3 市町村立図書館は，利用者がインターネット等の利用により外部の情報

にアクセスできる環境の提供，利用者の求めに応じ，求める資料・情報にア

クセスできる地域内外の機関等を紹介するレフェラルサービスの実施に努め

るものとする。  

二 都道府県立図書館  

1 域内の図書館への支援  

1 都道府県立図書館は，次に掲げる事項について，当該都道府県内の図書館

の求めに応じて，それらの図書館への支援に努めるものとする。  

エ 郷土資料及び地方行政資料の電子化に関すること  
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